
児童養護抱設入所児の不登校経験.
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ト問題と自的

本研究の目的l主「児童養護施設入所児」であ

ると同時に「不霊長校児である」ことによる困難

の様相を措きだすことにある。

児童養護虫主設とは，児童福樹去で定められた

入所型の児童福字£櫨設である。児童が施設に入

所い生活する理由は多様かっ譲合的であるが，

虐待などをはじめとする不適切な養育，両親の

健康上の理由や経済的理由などといった家庭の

問題ι子どもの問題行動による養育困難など

が挙げられ，様々な事清でにより p 家庭で暮ら

すことができない子どもが入所し，生活してい

る。

児童養護施設で暮らす子どもは学齢期には，

しながら朝交に通学する。しかしな

がら3イ可らかの理由で不登校となることがある。

また9 児童養護施設で生活する子どもは，児童

養護施設に入所する理由とな eった家臨荒境によ

る頼る先のなさや5 擁設所後の支援の不足か

ら様々な社会経済的な国難に痕屈する。

る長期欠席によって進学が国難に

なることや高校生活で長期間欠席をした場合9

ときに退学とし 1う結果にいたるという

みると，不登校総験のある児童養護施設入所児

は児童養護施設入所児として」また「不登校

経験者として」二重の菌難に直面するという板

説が成り立つ。

しかしながら児童養護臨交に関する先行新究

においても，不登校研究においても，不登校経
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験のある施設入所児の国難の操相に関して.議論

が深められているとは言い難い。

以上の関心により本研究では，文献調査を通

して，児童養一護施設における不登校支援の現状

と課題を明らかにしたうえで9 当事者へのイン

タピュー調査を実擁不登校経験のある斑設

入所見の困難の様相を明らかlこし丸

ll.調査概要

本研究の民的のため以下2つの調査を実癒し

1.児重量養護施設入所児の不登校に関する先

行研究3行政文書等9文献を検討する資料分析。

2.不登校経験のある児童養護施設退所者へ

のインタピュー調査。

筆者は， 2017年から 2021年にかけて，

養護施設i塁所者の中でも不登校や，高校・大学

での中退を経験した者へのインタピュー調査を

実施しており s 調査協力者は計12名である。

していくうえでの倫理的配慮とし

て9 筆者は，調査開安部寺に社会観止士の養成課

程に在籍しており s 現在は社会福祉士であるこ

とから3公益社間法人日本社会福祉士会の鵠理

綱領を参考にヌ調査を実越している。

言蒔査協力者の選定にあたっ毎ては9 数人の調査

協力者を基に次の調査協力者を紹介してムもらい

数珠繋ぎ式に範密を拡大し、てし、くスノーボーノレ

サンプジングを採用した。



書院野吉果と分析

調査の結果として以下の点が明らかになった0

1. 資事村主析 (第1主主)

本研究の第l章ではき児童義一護施設における

不登校児支援に関する行政通知文と実践報告を

比較分析した。分析の結果，以下の知見が得ら

れた。

児童養護主協交における不登校児支援事業にお

いてF 施設に期待される内容の多くは支援現場

でもともと備わってしも機能であり，結果とし

て子どもの状況を好転させる場合もある。その

一方で，施設の環境と子どもの状態の相互作用

が支援における課題を生み出すaこともある。具

体約には人員や時間予子どもの持ち物とし

第4章でiえ児童養護施設のもとで暮らす子ど

もが通学するにあたっての，露日患における課題

が示唆されjと。具体的にはp 結設内で議室需でされ

る学校での人間関系への産自叢や9 不登校児への

対応と同様に9 継続して通学している子どもへ

の語曙が必要であることに加え寸高校進学後の

学校と施設の連携が課題として挙げられる。

最後に第5章では，復学や中退s 施設の瀧庁

といった「不登校のその後Jについて諮った 6

名の事例を9 生活安定層と不安定層に分けて比

較分析したコ

分析の結果p 生活安定層は， .~世児や鵠設の環

境に特有の:意味づけをすることや2 擁設職員か

らの入金色縦売した支援を受けていた。一方で，

物撤守な要因である。そうした課題に対して実 不安定層"をは歩子どもから大人n 将司子するにあ

践報告では 1人ひとりの持ち物などの不備を

一切なくすなどの徹底した個別支援や施設職員

の勤務形態や所属部署を超えた対拡を行eってお

り3 児童養護班設における不登校児支援におけ

る課題は，容易に解決可能なことではないこと

が石器患できた。

2.インタピュー調査

本研究の第3輩9 第4章，第5章では，不登

校経験のある児童養護施設溜時へのインタピ

ュー調査を実塘L，以下の知見が得られた。

まず，第3草ーではp 児童養護施設入所前に不

登校を経験した 6名の語りに注目し，その様相

を明らかにした。

結果としてp 調査協力者の施設入所前の不登

樹主験の背景に，疾，普きやヤングケアラペ被虐

待を含めた厳しい生活環境のなかで，子ども岳

身が主体的に屑簡に援助を求める行動の柄主主主

示唆された。

次にz 施設入所後の不登校経!験を開き散った

たって， r児童養護施設入所児Jとしての困難と

「不皇室樹立」としての困難が相互ピ作用しあう 9

複合的な困難の様相訪鴇認できた。

[¥T.考察

児童養護施設入所児の不登校は，背後に施設

入所児特有の部首や困難が確認でき2 そもそも

不登校となる理耐え一般家庭の子どもと比べ

て多いことが推壌できる。しかしs 不登校にな

りヲ長期化するなどして標準的なライフコース

から外れると，その後の生活において5 譲合的

な困難に毘持われ，安全な生活さえ脅かされる

ジスクが高い。

手罪決，不登校になった児童養護施設入所児

は，学校lこ通い始めること等を通して，標準的

なライフコースに円釦帯」するか，海設職員は

じめ支援者が入念で紹続的な支援を行うことが

求められており，いずわJこしても描設や本人の

努力向壬される比重が大きいということが明ら

かになっ7と。
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